
インテグリスの社会的責任
および持続可能性



改善されたプロセス = 効率化 = 持続可能性 = 最終的な結果

企業の社会的責任および持続可能性の追求

◦ インテグリスは、責任を持って価値を創造することにより、企業の社会的責任および持続可能性を追求します。
インテグリスは、事業のための需要と、環境・資源の保護の必要性および従業員、お客様、私たちが生活する
地域社会の健康と安全の確保との調和を図ります。

◦ インテグリスは、これらの原則を製品責任、環境保護、従業員の健康と安全、工場の安全にも適用することを
約束します。さらに、EICC (Electronic Industry Code of Conduct、電子業界行動規範)に沿った事業、活動を行う
ことを約束します。



アプローチ

◦ 業界基準との整合

◦ 環境・衛生・安全(EHS)に関するインテグリスの
グローバルポリシーと管理システム

◦ ISO 14001、OHSAS 18001登録認定

◦ 製品責任

◦ EICCへの参加

◦ SEMI Global Careの会員

◦ インテグリス独自の企業倫理規則



工程

◦ フェーズ I – 調査

◦ 新製品開発のプロセス

◦ 温室効果ガス(GHG)

◦ エネルギー消費(電力、天然ガス、燃料油)

◦ 水の消費と再利用

◦ 固形廃棄物と再利用

◦ 環境に配慮した設計

◦ 使用材料に関するお客様の制限

◦ サプライチェーンとの連携

◦ EICC原則の採用

◦ 原材料の認定

◦ 紛争鉱物、REACH、RoHS

◦ フェーズ II – 持続可能性に関する優先事項とそ
の機会の特定

◦ 短期目標 – 各種プログラムの策定

◦ 長期目標 – 環境フットプリントの削減

◦ フェーズ III – 監視と報告の拡大



実施目標の設定

*スコープ1および2の温室効果ガス排出量は、特に記載のない限り、すべての製造施設について「The Climate Registry Reporting Protocols Data」に基づいて計算したものです。

実施目標

環境 2010 2011 2012 2013 2014 2015

スコープ1 温室効果ガス排出量* (t/収益100万米ドル) 21.1 22.9 22.6 22.0 20.8 23.3

スコープ2 温室効果ガス排出量* (t/収益100万米ドル) 75.7 88.5 88.5 97.4 79.9 79.6

電力消費 (1000 kWh/収益100万米ドル) 139 141 147 155 142 144

天然ガス (1000 Therm/収益100万米ドル) 2.16 2.14 2.37 2.47 2.32 2.28

取水量 (m3/収益100万米ドル) 526 617 691 751 673 831

水の再利用 (m3/収益100万米ドル) 27.9 42.8 26.9 186.3 102.8 51.6

固形廃棄物量 (t) – 1924 2367 1950 3262 3960

固形廃棄物の再利用 (t) – 1390 1481 1103 1808 1966

固形廃棄物量 (t/収益100万米ドル) – 2.57 3.31 2.98 3.39 3.66

固形廃棄物の再利用率 (%) – 72.3 62.5 56.5 55.4 49.7

従業員

安全実績 – 災害発生率 (世界各地の全事業所総計) 1.43 1.15 1.31 1.78 1.68 1.20

安全実績 – 休業を伴う負傷および疾病の発生率
(世界各地の全事業所総計) 18.1 8.69 17.83 28.86 18.39 13.20

倫理規則と人権

インテグリスの企業倫理規則 (人権に関する条項を含む) に
沿って行動したと認定された従業員の割合(%) – – 100% 100% 100% 100%



環境に配慮した設計

◦ インテグリスの新製品開発のプロセスは、「環境に
配慮した設計(エコデザイン)」の原則を取り入れて

います。これは、新しい製品の設計が、以下のよう
な使用材料に関するお客様や行政の制限事項や
規制に確実に従うことを目的としています。

◦ PFOAの使用中止

◦ 使用禁止/規制物質

◦ 紛争鉱物

◦ EUのWEEE/RoHS、REACH

◦ 中国版RoHS



サプライチェーン

◦ サプライヤーとの緊密な関係の構築

◦ EICC原則の実施

◦ 製品材料の内容

◦ 紛争鉱物

◦ 業界のベストプラクティスとされるソフトウェアの
導入により、商品のニーズを正確に把握



サプライチェーン

◦ インテグリス製品に使用されている材料は、
以下のような内容の評価が行われています

◦ 使用禁止物質

◦ 紛争鉱物

◦ RoHS、REACH

◦ サプライヤーは同レベルの材料宣言書を発行
します

◦ インテグリスのラボでの対応

◦ 各種金属、臭素レベルの検証

◦ REACH規則にある材料の適切な登録
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